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ワイヤレスブロードバンド推進研究会 

SIG-Ⅲの開催要綱（案） 
 

 

１ ＳＩＧ-Ⅲの目的 

「ワイヤレスブロードバンド推進研究会」のシステム公募に応募のあった案件を受

け、今後の ITS（Intelligent Transport System）の将来像を展望し、国内外での取組み

動向やニーズ動向、ビジネスイメージの検討等を踏まえて、中間報告書での観点も考

慮した上で、ITS の実現に必要となる周波数等についての提言をまとめ、「ワイヤレス

ブロードバンド推進研究会」に報告することを目的とする。 

 

 

２ アウトプット 

今後の ITS 社会をイメージし、ITS としてどのようなサービスの実現が必要であるか

を検討し、国内外での標準化動向、ニーズ動向を取りまとめるとともに、実現可能な

ビジネスイメージ等の検討を踏まえ、ITS の実現に係る分配希望周波数帯、使用希望

周波数帯幅、分配希望時期等について出来る限り具体的な提案を取りまとめる。 

 

 

３ 検討事項 

・ 実現が望まれる ITS の整理 

・ ITS の実現に係る要求条件（分配希望周波数帯、使用希望周波数帯幅、分配希

望時期等）の検討 

・ 中間報告書におけるワイヤレスブロードバンドに関する基本的な視点との整合性

の確認 

・ ITS に関する国内外の標準化・ニーズ等の動向把握 

・ ビジネスイメージの検討 

・ 実現までの具体的なスケジュール 

・ 実現に向けた普及支援策等の検討 

 等 
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４ 構成及び運営 

（１） SIG-Ⅲ会合の構成員は別紙のとおりとする。 

（２） SIG-Ⅲ会合に主査を置く。また必要に応じて主査代理を置くことができる。 

（３） 主査及び主査代理は、「ワイヤレスブロードバンド推進研究会」の座長が、当

該研究会の構成員の中から指名した者とする。 

（⇒ 6 月 24 日に開催された研究会で、独立行政法人情報通信研究機構の大

森構成員が指名を受け、主査に就任） 

（４） 主査代理は主査を補佐し、主査不在の時は主査に代わって SIG-Ⅲ会合を招

集し主催する。 

（５） SIG-Ⅲ会合は原則オープンとし、総務省のホームページにおいて議事要旨及

び配布資料を公開することとするが、主査の判断により、会合の一部又は全

部を非公開、若しくは配布する資料の一部又は全部を非公表にすることがで

きる。 

（６） その他、SIG-Ⅲ会合の運営に必要な事項は、主査が定めるところによる。 

 

 

５ SIG-Ⅲ会合の開催期間 

SIG-Ⅲ会合の開催期間は平成１７年７月から平成１７年１０月を目途とする。 

 

 

６ 庶務 

SIG-Ⅲ会合の庶務は、総務省総合通信基盤局電波部電波政策課が行うものとす

る。 

 



別　紙

【 ワイヤレスブロードバンド推進研究会構成員 】 （氏名五十音順）

氏　　名 所　　属 役　　　　　職

<主査>
　大森　慎吾

(独)情報通信研究機構 理事

　村上　仁己 KDDI(株) 執行役員　技術開発本部長

　森山　光彦 (株)三菱総合研究所 上席研究理事

【 提 案 者 】 （氏名五十音順）

氏　　名 所　　属 役　　　　　職

　秋山　由和 トヨタ自動車(株) IT・ITS企画部　技術室　室長

　小山　　敏 (株)日立製作所 トータルソリューション事業部　ITS推進センター　担当部長

　柿原　正樹 (社)日本自動車工業会 ITS技術部会　委員

　児玉　孝雄 伊藤忠商事(株)
宇宙・情報・マルチメディアカンパニー　情報産業部門　ビジネス
ソリューション部

　　関　　馨 (財)日本自動車研究所 ITSセンター　主席研究員

　難波　秀彰 (株)デンソー 基礎研究所　特定開発室C　室長

　浜口　雅春 沖電気工業(株)
公共ソリューションカンパニー　無線技術研究開発部　チームマ
ネージャー

　堀松　哲夫 富士通(株) ITS事業本部　技師長

　山本　武志 日本電気(株) 市場開発推進本部　ITS事業推進センター　マネージャー

【 事 務 局 】 （氏名五十音順）

氏　　名 所　　属 役　　　　　職

　塩崎　充博 総務省 総合通信基盤局 電波部 電波政策課 検定試験官

　中村　裕治 総務省 総合通信基盤局 電波部 移動通信課 課長補佐
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